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研究成果の概要（和文）： 

漢方薬は、生薬を原料として製造される。生薬からは農薬が検出された事例があり、漢方薬

に移行することが懸念されている。一方、生薬の水抽出液から製造される漢方薬には、脂溶性

の農薬は移行しにくいことが報告されている。 

 今回、196製品の漢方薬について有機塩素系農薬8種類、ピレスロイド系農薬2種類を対象とし

て実態調査を行ったところ、その残留量は定量限界以下であった。このことから、近年、わが国

で流通している漢方薬は高濃度の農薬に汚染されていないことが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 Crude drugs are ingredients of kampo products. Pesticide residues have been detected 

in crude drugs. There is concern that pesticide residue will move from crude drugs to 

kampo products. It was reported that the lipophilic pesticide residues do not move readily 

to kampo products which were prepared from water extract of crude drugs. In this study, 

8 kind of organochlorine pesticide and 2 kinds of pyrethroid pesticide in 196 kampo 

products were analyzed and no samples were contaminated over the quantification limit. 

This result suggested that kmapo products distributed in Japan were not contaminated high 

levels of pesticide residues.      
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１．研究開始当初の背景 

漢方薬は、生薬を原料として製造される。

生薬からは農薬が検出された事例があり、漢

方薬に移行することが懸念されている。一方

で、生薬の水抽出液から製造される漢方薬に

は脂溶性の農薬は移行しにくいことが報告

されている。漢方薬に残留する農薬の分析結

果がほとんど報告されていないことから、漢

方薬の利用については不安の声があり、残留

実態の解明が求められていた。そこで、これ

までの生薬・漢方薬中の残留農薬の分析に関

する検討を生かし、わが国で流通する漢方薬

中の残留農薬を対象とした実態調査を行っ

た。 

 
２．研究の目的 

漢方薬に残留する農薬の分析結果がほと

んど報告されていない状態の中、漢方薬に残

留する農薬の実態を解明することにより、現

在明らかとなっていない「漢方薬中の残留農

薬の実態」を解明し、漢方薬の安全性を確認

する。 

 
３．研究の方法 

 市場に流通する漢方薬を対象として、有機

塩素系、ピレスロイド系農薬についての実態

調査を行った。また、測定対象農薬は、日本

漢方生薬製剤協会が一部の漢方薬を対象と

して、自主基準としての残留基準を定めてい

る 有 機 塩 素 系 農 薬 8 種 類

α-benzenehexachloride（BHC）、β-BHC、

γ-BHC、δ-BHC、p,p’-dichlorodiphenyl 
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図1 測定対象農薬の構造

フェンバレレート



 

 

dichloroethylene(DDE),o,p’-dichlorodip

henyltrichloroethane(DDT),p,p’-dichlor

odiphenyldichloroethane(DDD), p,p’-DDT

およびピレスロイド系農薬2種類（シペルメ

トリンおよびフェンバレレート）とした（図

1）。 

漢方薬は、一般的に乾燥品であり、単位重

量あたりの妨害物質の量が多い。このことか

ら、選択的な分析を行うために、ガスクロマ

トグラフ／質量分析計を用いて分析を行っ

た。また、今回測定対象とした農薬について、

ガスクロマトグラフ／質量分析計の電子イ

オン化法および負化学イオン化法を用いて

測定を行い、その有用性について比較した。

ガスクロマトグラフ／質量分析計の負化学

イオン化法は、複数のハロゲンやニトロ基で

置換された芳香族化合物などの電子親和性

の高い化合物を選択的にイオン化するため、

ハロゲンを有する有機塩素系農薬やピレス

ロイド系農薬の分析において高い選択性が

得られることを期待した。 

 

４．研究成果 

既に確立しているガスクロマトグラフ／

質量分析計の負化学イオン化法を用いた一

部の漢方薬を対象とする残留農薬の簡便・迅

速分析法における試料溶液調製方法を用い、

今回測定対象とした農薬について、ガスクロ

マトグラフ／質量分析計の電子イオン化法

と負化学イオン化法による分析法を比較し

たところ、今回対象とした農薬を分析する場

合には、負化学イオン化法がより高い選択性

を示した。このことから、ガスクロマトグラ

フ／質量分析計の負化学イオン化法を用い

て実態調査を行うこととした。 

また、定量イオンについても検討を行い、

有機塩素系農薬については、m/zの小さな35

および 71を定量イオンとして選択した。ガ

スクロマトグラフ／質量分析計における分

析においては、m/zの大きなイオンを定量イ

オンとして選択することが一般的である。そ

れは、m/zの大きなイオンは、測定対象物質

の構造情報を反映していることやm/zの大き

なイオンを選択した場合には、選択性の高い

分析が可能となることが理由である。 

しかし、ガスクロマトグラフ／質量分析計

の負化学イオン化法による分析においては、

フラグメンテーションを起こしやすい有機

塩素系農薬については、特徴的に Cl-による

イオンが最大強度となり、高感度な分析が可

能であることが報告されている。また、ガス

クロマトグラフ／質量分析計の負化学イオ

ン化法による食品分析では、妨害ピークは低

質量領域において少ないことも報告されて

いることから、GC/MSの負化学イオン化法に

おいては、定量イオンとして Clを含む m/z

の小さなイオンを選択することは問題はな

いものと考えられる。加えて、予備検討にお

いては、実際にm/zの小さなイオンを選定す

ることにより、高感度かつ選択的な分析が可

能であったことから、有機塩素系農薬につい

ては、35および71を定量イオンとして選定

した。 

ガスクロマトグラフ／質量分析計の負化

学イオン化法を用いて196製品の漢方薬につ

いて有機塩素系農薬8種類、ピレスロイド系

農薬2種類を対象として実態調査を行ったと

ころ、その残留量は定量限界値以下であった。

このことから、近年、わが国で流通している

漢方薬は高濃度の農薬に汚染されていない

ことが示唆された。 
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